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ホームステイと大自然の体験　　　　　　



American Summer School / American Try Trip











8月10日　出発





関西国際空港にて集合。親子で参加された2組のTry Tripメンバーは『期待ワクワクのお母さん親子』と『サバイバル大好きなお父さん親子』★Summer Schoolメンバーは福岡からの学生達で、一人は三味線の演奏者！荷物には三味線と二胡が加わる。楽器を心配しながらも、これからの旅に期待を抱く。あとの学生３人は兄弟で海外旅行は始めて！彼らは今回の旅で偉大な体験をしてくれそうだ。Try Tripメンバーのお子様が通う、英会話教室の先生も加わり出発～★





同日午後１９時





やっとシアトル到着！日本出発の時間が遅れ、カナダでの乗り継ぎに間に合わず、予定時間よりも遥かに遅く到着。みんなお疲れだったが、気を入れ換えてホテルのレストランで夕食★アメリカ料理！その豪快な量にみんなびっくりだ。





アムトラック列車


体験





いざモンタナ・ホワイトフィッシュへ★


アムトラック駅では　アメリカ人の老夫婦と仲良くなり、英会話の





先生と共に実践英会話を体験した５歳のお子様２人。自信は付いたかな★





８月１２日





アムトラックで１夜過ごして★早朝ホワイトフィッシュに到着！すでに、ホストファミリー達がお出迎え。今日はK君６歳のお誕生日♪ピクニックをかねて、みんなでバースデイパーティーだ！たくさんのホストファミリーがプレゼントを用意してくれていた。K君よかったね♪　おめでとう！これから各ホストファミリーと一緒に生活体験！みんな５日間楽しんできてね。





三味線コンサート





８月１３日夕方６時～Molly Brown’sというレストランの野外に舞台があり、そこで福岡出身のK君が三味線の演奏を披露した。ここにメンバー全員ホストファミリーと共に集まる。ほんの１日後なのに、みんなの表情が生き生きしていて別人に見えた。ユーリカの町のミュージシャンも集まった。K君の演奏はとても素晴らしいものだった。モンタナに着いて、すぐにオリジナルでつくった曲も披露し現地のお客さまはとても喜んでいた。K君はチップを、結構もうけた





そうだ。その後、同じ町で現地の大きなコンサートがあると聞きつけたK君が訪れた際、是非ここでも披露してくれないかと依頼がきて、また違う会場でも披露したと言う。彼にとってこの体験は偉大なようにみえた。





グレーシア


国立公園





8月15日お昼からユーリカの町にある、モンタナマーケットで買出しをし、いざグレーシア国立公園へ★ユーリカから車で2時間ほどいった所にグレーシアがある。GLACIERは英語で氷河のこと。真夏の時期なのに、まだ雪は残っている。ここの山々は昔、ネイティブアメリカン（インディアン）の家だったそうだ。インディアンの魂がやどっていると言う事で、現地スタッフのジェシカ・フラーが煙を巻き、お清めをする。ネイティブアメリカンの祈りの歌をうたいながら・・★徐々に山道を車で上り、大自然の景色が見えてくる。世界で一番高い景色じゃないか、と思うくらいに大きな山に登る。野生の山羊（マウンテンゴート）や山リスに出会う。日本の動物園の動物にはない野生の偉大さを感じる。ハイキングが終わり、みんなとマクドナルドレイクに集まってピクニック★





その後、ジャックグラットストーンの野外コンサートに参加。彼はインディアン・ブラックフィートの昔話を語りながら、カントリー調に歌う。グレーシアでは人気歌手だ。こうして、充実したグレーシア国立公園の体験は終わった。





さよならパーティー





８月１６日お別れの日★現地スタッフのＲＴ＆ジェシカ・フラー宅のGEフィールドに集まり、さよならパーティーを開く。たくさんのホストファミリーが揃い、みんなでBBQやアイスクリーム作りをしながら、楽しい一時を過ごす。今回のメンバーに体験話を聞くと、乗馬やフィッシング、温かい家族との触れ合い、それぞれの家庭での生活体験を話し、とても満足気な半面、別れの寂しさを噛み締めている。『ここはみんなの故郷だよ』とホストファミリーの声を聞き心和む一時を感じる。何年後には、必ず戻ってくるから！と約束を交わし、再びアムトラックの駅でさよなら・・


ハグをしてお別れ・・


汽車が発車すると共に走り出し、追いかけるホストの子供達。彼らにとっても素晴らしい出会いと体験だったようだ。


２００５年８月また偉大な出会いと国際交流がここ、モンタナ・ユーリカで実現した。








体験談





とにかく楽しい旅でした。飛行機や列車の遅れなどで若干、退屈な時もありましたが、１日１日がとても充実していました。ユーリカの町でもショットガン等の射撃、乗馬、ロッククライミング、三味線のコンサート等やりたかった事を全てすることができました。本当に楽しかったです。以前にも何度か別の家庭にホームステイをしたことはあったのですが、今回の家庭は特に楽しかったです。ホストファミリーが僕と同じくアウトドア派という事なので、様々な場所に連れて行ってもらいました。また、ホストファザーが新聞記者だったので、写真の撮り方なども教えてもらうことができました。来年の冬にはまたユーリカを尋ねる予定なので、その時にはまたこの家庭にお邪魔したいと思っています。ホストファミリーには大変感謝しています。　（　K君１７歳 / 福岡出身　）
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（グレーシア国立公園にて）





（乗馬にて）








